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本
年
は
、
私
の
学
年
の
他
に
昭

和
41
年
・
61
年
・
平
成
８
年
卒
業

生
で
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
学
年
の
幹
事
・
世
話
人
の

方
々
に
は
名
簿
が
不
十
分
な
中
、

多
く
の
方
に
声
を
か
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
大
変
な
ご
苦
労
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
お
か
げ
様
で
盛
会

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
校
友
会
の
目
的
は
、
会
員

相
互
の
親
睦
は
も
ち
ろ
ん
の
事
で

す
が
、
併
せ
て
母
校
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

　

残
暑
は
例
年
に
比
べ
厳
し
い
毎

日
が
続
き
ま
す
が
朝
夕
は
秋
の
気

配
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

校
友
の
皆
様
に
は
お
変
り
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。今
年
も
編
集
委
員
の

方
々
の
ご
努
力
で
第
六
号
の
会
報

を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
継
続
、発
行
で
き
る
こ

と
に
感
謝
致
し
ま
す
。過
日
、
九
月

八
日
（
土
）
に
校
友
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。退
職
さ
れ
た
先
生
方
、

教
職
員
の
方
々
、多
数
の
校
友
が
相

集
い
、
盛
会
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
学
年
幹
事
、各
ク
ラ
ブ
の
役

員
、校
友
会
役
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
、
分
担
に
よ
っ
て
、
多
く
の
校
友

が
参
加
で
き
る
校
友
会
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
に
校
友
会
活
動
が

結
束
し
て
盛
上
っ
て
き
た
の
は
、皆

様
方
の
母
校
に
寄
せ
る
関
心
の
高

ま
り
で
あ
り
、校
友
会
が
互
い
の
親

睦
を
図
り
、
校
友
同
志
の
友
情
、
連

帯
の
場
で
あ
る
こ
と
の
証
し
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。校
友
会
が
、
今
後

も
隆
盛
で
、母
校
と
共
に
発
展
し
て

ゆ
く
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま

す
。校
友
会
報
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

を
卒
業
し
た
校
友
が
、青
春
の
往
事

を
偲
び
、
母
校
の
近
況
を
知
り
、
又

旧
師
や
友
の
懐
旧
に
ふ
け
る
、そ
の

よ
う
な
校
友
会
報
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
願
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
会
報
が
母
校
と
校
友
同
志

を
結
ぶ
懸
け
橋
と
な
り
、母
校
発
展

に
寄
与
す
る
会
報
と
な
り
ま
す
こ

と
を
願
い
、皆
様
方
が
い
つ
迄
も
健

勝
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し

ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

の
為
事
業
と
し
て
学
校
に
対
し
て

文
化
行
事
の
助
成
、
ク
ラ
ブ
に
も

設
備
・
備
品
購
入
の
助
成
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
為

に
も
校
友
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
点
も
ご
理

解
い
た
だ
き
、
来
年
も
多
く
の
ご

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
友

会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
御
多
幸
を
祈
念
し
て
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
四
年

　
校
友
会
総
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
代
表
幹
事
　
昭
和
51
年
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
戸
　
　
徹

関
西
地
区
校
友
会
報
告
（
2012
年
）

　
平
成
24
年
8
月
25
日
（
土
）
、

関
西
地
区
校
友
会
を
大
阪
天
満
橋

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
内
の
中
華
飯
店
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
支
部
組
織
の

強
化
・
充
実
と
い
う
目
標
実
現
の

た
め
、
数
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た

昨
年
に
引
き
続
き
、
校
友
会
本
部

と
関
西
支
部
が
連
携
し
開
催
に
漕

ぎ
着
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
関
西
在
住
の
校
友
は
、

600
〜
800
名
に
迫
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
が
、
で
き
る
限
り
の
在
籍
調
査

を
試
み
、
630
通
の
開
催
通
知
を
発

送
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
昨
年
同

様
に
昭
和
30
年
代
〜
40
年
代
卒
が

中
心
で
あ
り
、
昭
和
50
年
代
卒
以

降
の
校
友
を
集
め
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
高
知
県

大
阪
事
務
所
　
友
草
正
弘
次
長
を

お
招
き
し
、
高
知
か
ら
森
光
俊
夫

会
長
、
高
橋
啓
明
中
高
校
長
、
久

保
明
弘
中
学
教
頭
、
甲
藤
彰
男
先

生
等
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
甲
藤

先
生
か
ら
は
野
球
部
長
時
代
等
の

裏
話
や
進
路
開
拓
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
水
中
・
水
辺
の
フ
ォ
ト
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
国
内
外
で

幅
広
く
活
躍
中
で
あ
る
高
野
弘
氏

（
45
年
卒
高
知
県
観

光
特
使
）
の
ギ
タ
ー

ラ
イ
ブ
な
ど
も
催
し
、

和
や
か
に
進
行
し
ま

し
た
。
中
締
め
で
は
、

学
園
歌
を
全
員
で
斉

唱
し
、
懐
か
し
き
学

園
時
代
に
思
い
を
馳

せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
　

　
来
年
も
、
今
年
以

上
に
盛
会
と
な
る
よ

う
校
友
の
輪
を
広
げ

た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　

　
文
責

　
　
関
西
支
部
長

　
　
　
福
本
　
健
夫

校
友
会
報
に
寄
せ
て

　
　
　
　
校
友
会
会
長
　
森
光
　
俊
夫



　
い
ま
、
中
高
で
は
、
高
知
学
園

建
学
の
精
神
で
あ
る
『
人
に
信
頼

さ
れ
る
人
間
の
育
成
』
を
め
ざ
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
・
意
欲
の
育
成
を
柱
と
し
、

日
々
の
授
業
・
学
校
行
事
・
部
活

動
を
通
し
て
体
系
的
な
自
立
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
中
１
・
２
年
生
で
は
、

自
ら
を
知
り
自
尊
感
情
育
成
の
た

め
に
、
命
の
大
切
さ
学
び
、
各
人

の
違
い
を
認
め
合
う
平
和
教
育
や

性
教
育
、
中
３
・
高
１
年
生
で
は
、

自
ら
探
究
す
る
た
め
に
、
職
業
講

話
、
大
学
体
験
入
学
、
授
業
体
験

学
習
、
高
２
・
３
年
生
で
は
、
自

ら
応
用
し
て
未
来
の
た
め
に
、
Ｎ

Ｉ
Ｅ
教
育
（
新
聞
の
見
方
・
メ
モ

の
取
り
方
・
新
聞
の
朝
読
）
、
小

論
文
や
進
路
指
導
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
自
立
教
育
を

通
し
て
、
確
か
な
基
礎
学
力
を
定

着
さ
せ
、
さ
ら
に
学
力
を
向
上
さ

せ
、
自
分
自
身
の
考
え
や
思
い
を

ま
と
め
、
適
切
な
『
こ
と
ば
』
で

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
相

手
の
『
こ
と
ば
』
を
聴
き
取
り
、

そ
の
思
い
や
立
場
を
理
解
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

成
し
、
自
己
の
将
来
の
自
立
像
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

自
立
教
育
は
学
校
の
教
員
だ
け
で

は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
特

に
、
中
３
年
生
で
行
い
ま
す
職
業

講
話
は
毎
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
特
色
、
生
き

が
い
や
苦
労
話
、
そ
し
て
、
学
生

の
と
き
に
何
が
必
要
な
の
か
を
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
年
、
こ
の
講
師
を
お
願
い
す
る

の
に
苦
労
を
し
て
い
ま
す
。
是
非

と
も
学
園
校
友
会
の
方
々
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
後
輩
た
ち
に
Ｏ

Ｂ
の
方
々
の
経
験
を
話
し
て
い
た

だ
き
、
ご
指
導
い
た
だ
け
る
方
は

学
校
ま
で
ご
連
絡
ま
た
は
ご
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

電
　
話 

０
８
８
｜

８
４
０
｜

１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８
｜

８
４
４
｜

７
５
７
８

　
高
知
中
学
自
立
教
育
担
当
ま
で
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高
知
中
・
高
の
目
指
す
自
立
教
育
の
紹
介

校
友
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

協
賛
広
告
を
戴
い
た
方
々

旭
食
品

安
楽
寺

Ｉ
Ｚ
Ｕ
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

泉
清
博
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

苺
屋

伊
藤
商
会

Ｈ
Ｓ
企
画

え
お
と
シ
ス
テ
ム
ズ

オ
ア
シ
ス
・
イ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

尾
﨑
塗
装
工
業

オ
フ
コ
ム

お
べ
ん
と
う
太
郎

関
西
砕
石

金
高
堂

国
見
開
発
工
業

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

高
知
学
園
校
友
会
香
美
支
部

高
知
学
園
短
期
大
学
後
援
会

高
知
銀
行
　
福
井
支
店

高
知
県
文
具

高
知
県
臨
床
検
査
技
師
会

高
知
事
務
機

高
知
酒
造

高
知
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

高
知
中
学
・
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

高
知
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

高
知
幼
稚
園
後
援
会

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
後
援
会

高
知
緑
地

こ
じ
ま
や

コ
ト
ブ
キ

新
中
国
料
理
　
彩
華

佐
々
木
歯
科
医
院

佐
々
木
歯
科
診
療
所

三
翠
園

サ
ン
電
気

サ
ン
ポ
ー

四
国
運
輸
せ
と
う
ち

島
内
書
店

城
西
館

ス
タ
ジ
オ
オ
カ
ム
ラ

セ
コ
ム
高
知

７
ｄ
ａ
ｙ
ｓ 

Ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ

ダ
イ
セ
イ

タ
イ
ヤ
館

竹
田
商
会

タ
ナ
ベ
タ
イ
ヤ

田
邊
木
材

田
村
雄
一
建
築
設
計
事
務
所

土
居
印
刷

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
鴨
部
店

土
佐
タ
イ
プ

ド
ー
ム
23

西
村
剛
商
店

日
製
設
備
サ
ー
ビ
ス

ヒ
ロ
マ
ツ

Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ
ｖ
ｅ
ｒ
ａ

星
野
酒
店

ホ
テ
ル
日
航
高
知
旭
ロ
イ
ヤ
ル

ミ
タ
ニ
建
設
工
業

八
井
田
歯
科
医
院

土
佐
鮨
処
　
康

ヤ
ツ
デ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ラ
フ
ィ
ン
グ

隆
栄
建
設
工
業

ロ
イ
ヤ
ル

浪
漫
亭

和
光
不
動
産

（
敬
称
略
）

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

来
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す



（3） 高知学園校友会報－第６号 2012年10月1日発行

同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

―
震
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
寄
贈
―

　

平
成
24
年
度
同
窓
会
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。詳
細
は
同
窓
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。特

別
事
業
と
し
て
、
本
学
の
防
災
対

策
の
一
環
と
し
て
約
800
個
の
震
災

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
寄
贈
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、今
年
度
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
来
日
し
た
３
人

（
看
護
学
科
）の
外
国
人
私
費
留
学

生
に
対
し
て
奨
学
支
援
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

通
年
事
業
と
し
て
、①
同
窓
会
活

動
の
助
成
と
し
て
各
学
科
・
専
攻
事

業
に
助
成
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

②
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
社
会
活
動
に

功
績
の
あ
っ
た
卒
業
年
次
生
に
、同

窓
会
会
長
表
彰（
１
名
）と
同
窓
会

表
彰（
複
数
）を
行
い
、奨
励
金
を
授

与
し
て
い
ま
す
。③
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
社
会
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
卒

業
生
に
は
同
窓
会
特
別
表
彰
を
行

い
、奨
励
金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、在
学
生
支
援
事
業
と
し
て

本
学
の
学
園
祭
や
よ
さ
こ
い
祭
り

に
支
援
金
を
支
給
す
る
こ
と
や
、入

学
式
や
卒
業
式
に
は
ス
タ
ン
ド
花

を
贈
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、高
知

学
園
校
友
会
と
の
交
流
も
深
め
て

い
く
方
針
で
す
。

（
高
知
学
園
短
期
大
学
同
窓
会
事
務
局
）

生
活
科
学
学
科
の

同
窓
会
助
成
活
動
に
つ
い
て

生
活
科
学
学
科　

古　

屋　

美　

知

（
旧
食
物
栄
養
科
第
23
期
卒
業
生
）

　
同
窓
会
で
は
毎
年
各
学
科
に
対

し
て
活
動
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
こ
の
制
度
を
ご
存
じ
な
い

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
生
活
科
学
学
科
で
は
毎
年
趣

向
を
凝
ら
し
た
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
現
同
窓
会
の
副
会
長

で
あ
り
Z
U
M
Z
U
M
の
経
営
者

で
も
あ
る
濱
田
さ
ん
と
一
緒
に
企

画
し
た
「
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
活
用
法
」
で
は
、
高

知
農
政
事
務
所
か
ら
講
師
を
お
招

き
し
、
卒
業
生
と
在
学
生
が
一
緒

に
な
っ
て
食
と
栄
養
に
関
す
る
勉

強
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
意
見
交
換

も
活
発
に
行
わ
れ
、
有
意
義
な
一

時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
も
年
々
増
加
し
て
お
り
大

変
好
評
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
興

味
深
い
企
画
を
考
え
こ
の
活
動
助

成
金
に
申
請
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

社
会
と
近
い
医
療
検
査
専
攻

医
療
衛
生
学
科
医
療
検
査
専
攻
　

　
　
　
　
　
　 

中
　
村
　
泰
　
子

（
旧
衛
生
技
術
科
第
20
期
生
）

　
医
療
検
査
専
攻
は
病
院
、
検
査

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活
躍
す
る
臨
床

検
査
技
師
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
3
月
に
同
窓
会
の
協
力

を
得
て
、
高
知
県
臨
床
検
査
技
師

会
の
主
催
の
も
と
3
回
、
学
生
支

援
活
動
（
学
内
で
実
習
）
が
行
わ

れ
、
医
療
検
査
専
攻
の
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
実
際
に
医
療
現
場

で
働
く
臨
床
検
査
技
師
の
方
た
ち

に
指
導
さ
れ
な
が
ら
、
現
場
で
も

行
う
様
々
な
検
査
を
体
験
す
る
こ

と
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
将
来
へ

の
ビ
ジ
ョ
ン
確
立
に
大
い
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
検
査

専
攻
で
は
、
臨
床
検
査
技
師
と
し

て
県
内
外
で
大
活
躍
す
る
卒
業
生

を
招
き
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま

す
。
卒
業
生
の
熱
い
講
演
は
学
生

た
ち
の
心
を
震
わ
せ
、
「
私
も
卒

後
こ
の
場
に
立
て
る
よ
う
な
臨
床

検
査
技
師
に
な
る
！
」
と
聴
講
後
、

宣
言
す
る
学
生
も
。
県
内
の
多
く

の
臨
床
検
査
技
師
は
学
短
卒
業
生

で
す
。
同
窓
会
、
先
輩
方
か
ら
応

援
を
い
た
だ
い
て
今
年
度
も
新
人

技
師
を
輩
出
し
ま
す
。

歯
科
衛
生
専
攻
の
今

医
療
衛
生
学
科
歯
科
衛
生
専
攻
　

和
　
食
　
沙
　
紀

（
旧
保
健
科
歯
科
衛
生
専
攻
第
26
期
生
）

　
近
年
歯
科
衛
生
士
は
、
歯
科
医

院
だ
け
で
な
く
高
齢
化
に
伴
い
病

院
や
高
齢
者
施
設
な
ど
で
も
必
要

と
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

歯
科
衛
生
専
攻
で
は
、
高
齢
者
・

障
害
者
に
対
し
、
口
腔
の
清
掃
だ

け
で
な
く
機
能
や
審
美
性
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
な
歯
科
衛
生
士
の

養
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
３

年
制
と
な
り
従
来
の
教
科
に
加
え
、

口
腔
ケ
ア
や
摂
食
嚥
下
、
運
動
機

能
な
ど
の
教
科
が
加
わ
り
、
幅
広

く
活
躍
で
き
る
歯
科
衛
生
士
を
輩

出
す
る
た
め
、
充
実
し
た
講
義
・

実
習
の
入
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
上
級
生
か
ら

下
級
生
に
歯
磨
き
指
導
を
行
う
実

習
な
ど
も
あ
り
、
学
年
を
超
え
て

の
学
生
同
士
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
を
通
し
て
新
し
い
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
歯
科
臨
床
実
習
室
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
」
　
平
成
24
年
10
月
か
ら
新

し
く
歯
科
診
療
台
18
台
に

　
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
、
口
腔

内
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
映
像
等
、
多

彩
な
機
能
を
使
用
し
て
の
実
習
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

（写真は平成 24 年度実施の講演会風景）

今
号
よ
り

高
知
学
園
短
期
大
学

同
窓
会
の
会
報
を

載
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

題
字
　
川
島
源
司
先
生
（
元 

学
園
長
）
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編
集
後
記

「
日
に
進
ま
ざ
れ
ば
必
ず
日
に

退
く
」

　
９
月
８
日
に
行
わ
れ
た
校
友

会
総
会
に
て
62
年
卒
の
Ｈ
さ
ん

が
挨
拶
の
中
で 

述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
一
瞬
忘
れ
て
い
た
言
葉

を
呼
び
起
こ
さ
れ
た
。

　
故
川
島
源
司
先
生
（
元 

学
園

長
）
の
格
言
は
若
い
Ｏ
Ｂ
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
言
葉
は
夢
・

希
望
・
未
来
・
絆
の
橋
渡
し
と

な
る
高
知
学
園
の
精
神
で
あ
り
、

永
遠
に
語
ら
れ
る
こ
と
だ
と
確

信
し
た
総
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

高
知
学
園
を
卒
業
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
昌
明

　
　
　
　
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
、
38
年
卒
）

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
終
え
て

卒
業
生
今
昔

　
一
九
六
三
年
三
月
、
高
知
学
園
を
卒

業
し
、
京
都
の
同
志
社
大
学
文
学
部
に

入
っ
た
。
あ
れ
か
ら
ま
も
な
く
半
世
紀

に
な
る
。
も
と
も
と
歴
史
研
究
に
興
味

が
あ
り
、
あ
こ
が
れ
て
歴
史
と
学
問
の

都
に
行
っ
た
。
大
学
院
修
士
課
程
を
修

了
後
、
七
年
間
の
高
校
教
師
生
活
を
経

て
、
滋
賀
大
学
教
育
学
部
に
採
用
さ
れ

る
。
一
九
九
六
年
秋
か
ら
は
神
戸
大
学

文
学
部
に
移
り
、
二
〇
〇
八
年
三
月
同

大
学
を
無
事
定
年
退
職
し
た
。
長
い
間

平
家
の
研
究
を
や
っ
て
き
た
せ
い
か
、

本
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清

盛
」
の
時
代
考
証
と
い
う
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
、
毎
日
結
構
忙
し
い
。

　
私
の
人
生
は
、
節
目
節
目
で
幸
運
に

恵
ま
れ
た
と
思
う
。
そ
の
最
初
が
高
知

学
園
で
図
書
部
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
、
文

章
を
書
く
こ
と
の
苦
し
さ
を
知
っ
た
。

　
ま
た
ク
ラ
ブ
顧
問
の
松
浦
暢
先
生

（
英
語
）
を
は
じ
め
、
図
書
館
に
出
入

り
し
て
い
た
若
い
先
生
方
に
、
授
業
を

離
れ
た
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
国
語

の
小
松
弘
愛
先
生
、
そ
し
て
世
界
史
の

本
田
実
先
生
な
ど
で
あ
る
。

　
本
田
先
生
は
、
大
学
受
験
に
恐
れ
を

な
し
、
高
卒
で
普
通
の
就
職
し
て
こ
つ

こ
つ
歴
史
を
勉
強
す
る
、
と
逃
げ
る
私

を
追
い
つ
め
る
た
め
、
私
の
た
め
だ
け

の
模
擬
試
験
を
、
何
度
も
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
先
生
は
担
任
、
い
や
授
業
担

当
教
員
で
す
ら
な
か
っ
た
の
に
。
そ
う

な
れ
ば
、
大
学
を
受
け
ま
す
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
そ
れ
が
出
発
点
だ
っ
た
。

　
四
〇
歳
台
後
半
に
は
、
日
本
人
が
作

る
世
界
史
辞
典
に
は
日
本
史
の
専
門
家

も
必
要
と
の
こ
と
で
、
『
角
川
世
界
史

辞
典
』
の
編
者
の
一
人
に
な
っ
た
。
同

書
は
二
〇
〇
一
年
に
完
成
し
、
そ
れ
を

久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
本
田
先
生
に

献
呈
で
き
た
時
は
、
少
し
は
ご
恩
返
し

が
で
き
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
、
晴

れ
が
ま
し
か
っ
た
。

　
私
に
と
っ
て
高
知
学
園
は
、
な
つ
か

し
く
し
あ
わ
せ
な
思
い
出
と
と
も
に
あ

る
。

　
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
理

学
療
法
学
科
50
年
卒
小
林
順
一
さ
ん
は

（
高
知
県
立
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
所
長
）
ロ
ン
ド
ン
2012
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
日
本
選
手
団
陸
上
競

技
監
督
と
し
て
選
手
36
名
と
共
に
戦
っ

て
き
ま
し
た
。

　
帰
国
早
々
ま
だ
疲
労
困
憊
の
小
林
さ

ん
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
校
友

会
報
に
掲
載
し
た
く
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
取
材
と
い
う
形
で
あ
れ
ば
と
勤
務
先

に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
第
2
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
監
督
（
よ
さ
こ
い
ピ
ッ

ク
高
知
）
、
2010
年
広
州
ア
ジ
ア
大
会
陸

上
監
督
、
1988
年
ソ
ウ
ル
と
1996
年
ア
ト
ラ

ン
タ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
コ
ー
チ
を

務
め
る
な
ど
、
国
際
経
験
も
豊
富
で
あ

り
日
本
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

第
一
人
者
で
あ
り
ま
す
。

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
は
前
回

の
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
飛
躍

的
に
向
上
し
て
い
る
。
そ
れ
は
各
国
が

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
強
化
に
取
り
組
み
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
同
じ
よ

う
な
目
線
で
競
技
力
向
上
強
化
に
努
め

て
い
る
。

　
日
本
は
ま
だ
国
家
戦
略
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
が
出
来
て
な
い
た
め
世
界

と
の
競
技
力
の
差
が
ど
ん
ど
ん
開
い
て

い
る
。
日
本
で
は
文
部
科
学
省
（
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
）
と
厚
生
労
働
省
（
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
）
の
管
轄
の
違
い
が
あ
り
、

何
故
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
待
遇
の
差
が

あ
る
の
か
と
常
日
頃
訴
え
て
い
る
現
状

で
も
あ
る
。

　
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
日

本
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
連
盟
の
強
化

委
員
長
と
い
う
役
職
に
つ
き
ロ
ン
ド
ン

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
選
手
強
化

の
責
任
者
に
な
っ
た
。

　
4
年
間
何
を
す
べ
き
か
、
ま
ず
選
手

達
が
安
心
し
て
競
技
す
る
た
め
の
環
境

整
備
が
必
要
と
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
養
成
に
力
を
入
れ
て
来
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
現
場
の
コ
ー
チ
だ
け
で
強

化
し
て
い
た
が
、
身
体
の
ケ
ア
、
健
康

管
理
、
栄
養
管
理
、
心
理
的
な
問
題
等

な
ど
の
専
門
職
の
人
達
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
世

界
で
は
勝
て
な
い
と
考
え
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
え
合
宿
や
遠
征
に
専
属
の
ト

レ
ー
ナ
ー
や
医
師
、
栄
養
士
が
同
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
回
、
北
京
か
ら
比
べ
る
と
選
手
の

環
境
整
備
等
は
進
ん
だ
が
結
果
的
に
北

京
大
会
で
は
、
金
2
個
を
含
め
て
12
個

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
が
、
今
回
は
メ
ダ

ル
4
個
と
激
減
し
た
こ
と
は
、
選
手
育

成
（
世
代
交
代
）
を
含
め
て
、
強
化
体

制
な
ど
次
の
大
会
に
向
け
て
さ
ら
に
課

題
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
164

カ
国
か
ら
約
6,700
名
（
選
手
4,300
名
、
役
員

2,400
名
）
の
参
加
で
20
競
技
、
503
種
目
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
陸
上
競
技

で
は
170
種
目
を
9
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
、
午
前
の
部
10
時
か
ら
13
時
ま
で
競

技
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
朝
7
時
選
手

村
を
出
発
し
て
競
技
終
了
後
選
手
村
に

帰
村
し
15
時
か
ら
役
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
午
後
の
競
技
が
開
催
さ
れ
る

19
時
に
合
わ
せ
て
17
時
に
は
選
手
村
を

出
発
し
て
、
競
技
終
了
し
て
帰
村
す
る

の
が
23
時
で
、
就
寝
は
1
時
・
2
時
と

い
っ
た
強
行
軍
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ

た
。

　
ス
タ
ジ
ア
ム
は
連
日
超
満
員
で
、
当

然
地
元
の
選
手
が
勝
つ
と
す
ご
い
歓
声

で
盛
り
上
が
り
、
他
国
の
選
手
の
活
躍

に
も
大
歓
声
が
沸
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
は

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
発
祥
の
地
で
も
あ

り
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心

が
高
い
国
で
あ
る
。
連
日
8
万
人
も
の

観
衆
の
中
で
競
技
が
で
き
た
選
手
に

と
っ
て
は
一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か

の
経
験
で
あ
り
感
慨
深
い
大
会
と
な
っ

た
と
思
う
。
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
車

椅
子
の
伊
藤
智
也
さ
ん
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
最
高
に
幸
せ
で
す
」
気
持

ち
を
素
直
に
表
し
て
い
た
。

　
4
年
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
「
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
」
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
向
け

て
、
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
強
化

体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
障
害
ス

ポ
ー
ツ
と
一
般
ス
ポ
ー
ツ
を
融
合
す
る

外
国
の
よ
う
に
厚
生
労
働
省
・
文
部
科

学
省
の
垣
根
を
越
え
た
ひ
と
つ
の
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
障
害
の
あ
る
人
な
い
人

が
ス
ポ
ー
ツ
出
来
る
環
境
に
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
だ
ま
だ
小
林
さ
ん
の
思
い
や
伝
え

た
い
事
な
ど
紙
上
に
書
き
き
れ
な
い
ほ

ど
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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校友会報発刊募金
について（お願い）

　校友の皆様から
の募金により、年
１回の会報発行を
続けています。
　今後ともご協力
の程お願いいたし
ます。


